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埼玉県内には、令和３年末時
点で全国5位の19万7,110人の
外国人が暮らしており、県民
の37人に1人が外国人です。

東京2020オリンピック・パラリンピック埼玉県版ホームステイの実施

参加国の選手等との交流では、外国人ゲストと受け入れるホストがともに新型コロナウイルス感染症
禍においても安全・安心に参加できる「オンライン交流＠埼玉」を実施しました。選手やコーチなど
の関係者と県内ホストファミリー総勢688名が交流を行いました。

令和３年度事業報告
～埼玉県国際交流協会事業報告～

令和3年末の県内在住外国人は、過去最高を記録した令和2年末より約1千人減少したものの、依然と
して多くの外国人が地域に暮らしています。全国の総数は4.4％減少しているなかで、本県は0.6％の
減少と微減であり、変わらず多くの外国人の生活の場となっていることが分かります。生活習慣の違
いや言葉の壁による問題に対する支援の必要性はさらに増しています。

◆参加者の声◆
＜ゲスト＞・東京2020大会、日本に歓迎されていると感じました。

・応援コールを一緒にでき、応援してもらえることが嬉しかったです。
＜ホスト＞・メダリストのお話を聞けて、競技に関する考えなどとても素晴らしいと思いました。

・たくさんの人たちと国や時間を超えて、日々の生活の中で我が家が世界と
繋がってしまう！この状況に感動しました。

・応援する国、行ってみたい国が増えて、今後の楽しみが出来ました。
・他国でオリンピックに向けて準備している様子がよくわかり、感動しました。

回数 参加ゲスト 参加ホスト

大会前 R3.5.23~7.16 5 26か国 124人 77家庭 115人

大会期間中 R3.7.3～9.4 10 10か国 124人 178家庭 274人

大会終了後 R3.10.16～10.29 3 3か国 17人 28家庭 34人

実施期間


